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研究主題

幼児が自分らしさを発揮して遊びを楽しみ、充実した生活を送るための教師の役割

1主 題設定の理由

幼稚園では、幼児が身近な環境 に自らかかわって遊びを中心 とした生活 を送 り、遊びの楽

しさ、や り遂 げた喜び、友達 とけんか した悔 しさ、友達 と意見が違い思 うよ うにいかないも

どか しさなどの様々な体験 を通 して発達 に必要な経験 をす る。

しか し、近年入園 して くる幼児 には、生活 に必要な基本的な習慣 が身に付いて いなかった

り、「できないか もしれない。」 という不安 か ら取 り組 もうとしなかった り、自分の思 うよ う

にいかない と攻撃的になった りす る姿が見 られる。これは、入 園前 に地域社会等で様 々な人

や物、場 とかかわる機会が少な く、満足感や充実感 を味わ う体験、葛藤体験や挫折体験 を十

分 に して いないことに起因 していると考 え られる。

初 めての集 団生活 の場である幼稚園では、まず幼児が安心 して あ りのままの 自分 を出して

遊 びを楽 しむ。そ して次第に遊 びの中での様 々な体験 を通 して、や り遂 げた喜びや満足感を

味わ うことが大切であると考 える。

そのために、教師は幼児が興味をもってかかわ りたくなる環境 を構成 し、幼児が始めた遊

びを大切 にしなが ら、遊びの楽 しさを味わっているか、 どのような経験 を しているか、 これ

か ら必要な経験 は何かな どを見取って援助 していくことが必要である。それ によって 、幼児

は 「自分 らしさ」を発揮 して 自信をもち、集団とのかかわ りの中で よ り充実 した生活 を送 る

ことがで きる。

そ こで 、幼児が 自分 らしさを発揮 して遊びを楽 しみ、充実 した生活 を送るため には、教師

は どのような役割 を果 たす ことが必要か、具体的な教師の役割 を明 らかに したい と考 え、本

主題を設定 した。

H研 究の 内容 ・方法

1研 究の概要

研究 のね らい

・遊びの中で幼児の 「自分 らしさ」 はどのように発揮 されているかを探 り、幼児が充実 し

た生活を送るための教師の役割を明 らか にする。

↓

研究の方法

・幼児の姿 を検討 し、「自分 らしさ」「充実 した生活」 にっいて共通理解 をす る。

・研究保育及び日常の保育事例の記録を観察対象児の興味や関心のもち方、環境とのかか

わ り方の視点で分析 し、その幼児の 「自分 らしさ」 をとらえ、主題 に迫るための教師の

役割 を考察す る。

↓

研究 のまとめ

幼児が 「自分 らしさ」 を発揮 する姿に応 じた教師の役割
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2研 究主題の とらえ方

研究 を進めるに当た り、私 たちは幼稚 園生活 にお ける幼児の様々な姿 を検討 し、主題 につ

いて次のように とらえた。

・自分 ら しさ…幼児の周囲の環境の受け止め方や環境への働き掛け方な どその幼児な りの環

境 とのかかわ り方や ものの感 じ方。

「自分 らしさ」は もって 生まれた資質や能 力とともに、生活す る環境やそ こで経験する

内容 によ りつ くられる もので あ り、様 々な環境 とのかかわ りの中で喜び ・楽 しさ ・っ まず

き ・葛藤などの体験を通 して次第 に確立 して いくもの と考える。

・充実 した生活を送る…幼児が幼稚 園という集団生活 の中で
、意欲 をもって環境 にかかわ り、

自分 の力を発揮 して生活す るとともに、そ こで獲得 した ものを 自分の中に取 り入れ、 自分

の生活内容 をよ り豊かな ものにして いくこと。

入 園した幼児は、幼稚園 という集 団生活の中で場や物、人な ど新 しい環境 に対 して安心感

や信頼感を もつ ことによ り、 「自分 らしさ」 を出 して遊ぶよ うにな る。そ して、友達 との共

感や遊びの楽 しさな どを感 じることによ って周囲の環境 によ り積極的 に働 き掛 けるようにな

る。 また、今 までの 「自分 らしさ」では対処できない問題 に出合 うことでつ まず きや葛藤 を

体験 し、その状況を克服す ることによ り、新たな環境 とのかかわ り方に気付いていく。

そ して、幼児は 「自分 らしさ」を発揮 して満足感 ・充実感 ・成功感 ・達成感 などを味わ う

ことで、 自分 に自信を感 じた り自己肯定感 をもった りして 自分 自身の新 たな可能性 に気付 き、

「自分 らしさ」を変容 させ、環境 とのかかわ り方 を変化 させ ていく。

このよ うな経験を重ね ることで、物事への取 り組み に対す る意欲が高ま り、充実 した生活

が送 ることができるようになる と考えた。

3主 題 に迫 る教 師の役割

上記のように幼児が 自分 らしさを発揮 して遊び を楽 しみ、充実 した生活 を送れるよ うにな

るため には、幼 児の生活全般 に対 して様 々な教師 の役割が必要であると考えるが、今 回の研

究では、次の視点で事例 を分析 ・考察 し、主題 に迫 ることとした。

・幼児の 「自分 らしさ」は一人一一人異なっている。同 じようにみえる言動でも幼児 によって

思いや考えは様 々であ り、同じ遊 びを していて も、経験 している内容は様 々である。その

幼児の 「自分 らしさ」 を理解 し、思 いや考 え、経験 して いる内容 をとらえ、今、 「自分 ら

しさ」 を発揮 してい くため には どんな ことが必要か、遊び をよ り楽 しめるためには何が必

要かを考察 し、教師の役割 を明 らか にする。

・幼児 は様々な 「自分 らしさ」 をもって環境 とかかわ る
。その中には 「自分 らしさ」を変容

させ ることで、よ り充実 した生活 に結び付 くと思われ るかかわ り方 もある。幼児が今 を楽

しめるためだ けではな く、今後その幼児が充実 した生活を送 るためにはどのような経験 を

して いくことが必要か、一人一人の幼児の発達 の過程を踏 まえ、教師 の役割 を明 らか にす

る。
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研究主題のとらえ方
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4事 例研究

研究主題 に迫 るために、次 のような手順で事例研究 を進 めた。

(1)研 究員在籍 園で研 究保 育を行 い、観察対象児を中心 とした行動観察記録 をとる。

(平成13年6月)

(2)各 研究員の保育実践 記録 を持ち寄る。

(3)以 上の記録 を、

○対象児 の興味 ・関心

○対象児の友達や教師 とのかかわ り方

○対象児 の場や物 とのかかわ り方

◎教師の意図

の視点か ら分析す る。

(4)・ 分析結果か ら、観察対象児の 「自分 らしさ」 を考察す る。

・幼児が 「自分 らしさ」 を発揮 して充実 した生活 を送 ることができるよ うにす るための教

師の役割 を考察す る。

なお、事例1で は考察 を導き出す ために、事例 を検討す る中で、

・行動観察記録の分析か ら観察対 象児 の 「自分 らしさ」 をどのよ うに読み とったか
。

・教師は、観察対象児 に対 して どのようにかかわったか。

・観察対象児が 「自分 らしさ」を生か して遊び を楽 しみ、 「充実 した生活」 を送るため に

は、教師 はどのような役割を果 た した らよいか。

という協議の経過 を詳 しく示 した。

5



事例1友 達 と考 えや思いを伝え合って遊び を楽 しんだ事例(2年 保育5歳 児6月)

(1)自 分な りのイメージに こだわ りを もち、そ れを実現す るために環境 に積極的 にかかわ る

①A児 は登 園 す る とす ぐに製 作 コー ナ ー に行 き、

目 につ いた カ ラーセ ロ フ ァン を丸 めて いる 。

② 隣 にい たB児 に 「ドンキ ーコ ン グ ごっ こしよ

つ。」 と言 う。

③A児 は製作 コ ーナ ーの発 泡 スチ ロ ール に黄 色

いセ ロ フ ァ ンを巻 い て 、 「チ ーズ ケ ー キ。」 と

言っ。 次 に発 泡 ス チ ロール に青 いセ ロフ ァン

を巻 き 、 「ク リス タ ル コ ン グで きた 。」 と教 師

に見せ 、 「宝 物 にす るん だ 。」 と言 う。

④ 教 師 は 「そ うか 、 じゃあ宝 箱 作 ろ うよ。」 と

茜 つ 。

⑤A児 はお菓子の箱を宝箱に見立て、今 まで に

作 ったチ ーズケーキや クリスタル コングを箱

の中に入れる。 「俺たち海賊だ。」 と言い、B

児に 「何か作 ろう。」と言いなが ら、大型積

み木で基地を作 り始める。B児 も積み木を運

んで くる。

⑥基地ができると、A児 は 「秘密基地だぞ。」

と言い、宝箱や地図な どを基地の中に隠す。

B児 が中へ入 ってみて、 「暗いね。階段作ろ

うよ。」 と言 うと、A児 は 「僕が作 るよ。」

と言 って一人で積み木 を運んで階段を作 る。

⑦ 教師 が 基 地 の 中 に いる二 人 に 「B児 の 座 る と

ころ あ るの 。」 と聞 く。A児 は 「ど こに座 っ

て もい い んだ よ。」 と答 え る。

⑧A児 は 「も っ とす ご い もの作 ろ う よ。」 と言

い、 一 人で ベ ッ トや お 風 呂や 武器 を次 々 に作

る。

⑨A児 は 「B児 も部屋 作 れ ば。」 と言 う。

①室内環境 に目を向 け、興味 をもったもの

にす ぐにかかわ る。

②思い付 いたイメージを言葉 にし、B児 に

伝える。

③ 自分のイ メージを実現できる。

自分の して いることを教師 に受け止めて

ほ しい。

④教師 は、遊びのイ メージをはっき りさせ

よ うと助言す る。

⑤一緒 に遊ぶ友達 に、遊びのイ メージを伝

え、必要な遊具を使 って 自分 たちで場 を

作 る。

⑥B児 の考 えを受 けて、 自分な りの こだわ

りをもって 自分だけで作 ろうとす る。

⑦教師は、A児 にB児 の ことを意識 させた

い。

A児 はす ぐには受 け入れない。

⑧新たなイメージが浮かぶ とす ぐに実現 し

よ うとする。

⑨ 教師の言葉 を意識 して 、友達に働 き掛 け

る。
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A児の自分らしさと教師の役割[記録(1)の分析からの読みとり]

A児の自分らしさ[=〕
ド

実際の教師のかかわ りL
_

「

コ

考えられる教師の役割○

①③⑤⑧ の姿か ら

室内に設定 された環境 に興 味や関心をも

っている。素材を見て豊か にイ メージを

もち、必要な ものをす ぐに 自分で作ろう

とす る。

1'・遊び に使 えそ うな素材 を分類 して使いや'

す いよ うに机の上に出 してお く。

・素材 にかかわ る姿を見守 り
、必要な らイ

、 メージが明確 になるような言葉 を掛ける ノ

⑥⑧ の姿か ら

自分が作 るものに自信を もって いる。 こ

だわ りをもって 自分だけで進 めてい く。

②⑤⑥⑨の姿か ら

友達 と一緒 に遊 びた い気持 ちがあ り、自

分か ら働 き掛 けるが、 自分 の思 うよ うに

進めたい。

A児 の こだわ りを大切 にして受け止

め、取組の姿を認めてい く。

ノ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

1・ ただ次 々に作 るだけでな く、作 った物でl

l一 緒に遊んでいる友達とのかかわ りをもl
ll

lっ て ほ しい ので 、友 達 の存在 を意 識 させl

lる 言葉 を掛 ける。 ノ
、 一 一 一 一 一____ _______ノ

③⑨ の姿か ら

教師 に認め られた い気持 ちがあ り、自分

か ら働 き掛 けた り、教師の言葉を受 け入

れた りする。

B児 の思 いを受け止め、A児 が気付 くよ

うな言葉 を掛けるとともに、B児 には、

自分な りのイメー ジを実現できるよ うに

素材を提示 した り、作 り方 を一緒 に考え、

自分 の力でできた喜 びを味わわせ る

A児 の教師 に認め られたい気持ち を受

け止め、時 には遊び に入って楽 しさに

共鳴す る。

一7
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(2)新 た に加 わった友達 のイ メージを受 け入れ 、遊 びが楽 しくなる

幼児と教師の言動

①A児 た ちの場にC児 が来る。A児 の作 った宝

を見て 「なんで こんな財布が宝なんだよ。」

と言 う。A児 は宝の価値を説明する。

②A児 とB児 はこれ まで秘密基地だ った場 を海

賊船に見立て、C児 も加わって海賊船 ごっこ

を始める。段ボール箱 を持って きて、海賊が

や っつける鮫 を作 り始め る。A児 一人で粘着

テー プをは り、油性ペ ンで 目を描 く。

教師は 「一人じゃな くて仲間 とやれ ばいいじ

ゃな い。」 と言 う。

③C児 が 「これ 、何、カメ。」 と言 う。教師 は

「みんなが見 て、鮫って分かる といいね。鮫

らしいものは何なのかなあ。」 と言 い、 口に

な りそ うな形の箱 をぱ くぱく動かす。

④C児 は大 きな板段ボールを引っ張 って海賊船

に行 く。A児 は気 になる様子で しば らく見て

いる。

⑤A児 は 「や っぱ りワニ にす る。」 と言 う。B

児 と一緒 にワニの 口に歯 をは り付 ける。B児

は一つ一つ丁寧 にはる。 ワニができる とA児

は とて もうれ しそ うにす る。

⑥C児 が来て 「何でワニなの。鮫 にす るって言

った じゃない。」 と言 う。 「ワニだ っていい

じゃない。」 「ワニより鮫 の方が強いよ。」 と

二人で言 い合 う。

⑦C児 は海賊船 に帰 り、板段ボール を積み木 の

上 に広 げ、 「これ、ベ ッ トになった。」 と言

う。A児 は 「それ、気に入 った。僕 の積み木

を使って もいいよ。」 と自分が使 っていた積

み木 をC児 の所へ運び始 める。段ボールの下

に積み木 を全部入れ、二 人はにっ こりす る。

⑧A児 はC児 と一緒 にできたベ ッドの上に横 に

にな る。その後海賊船の上に乗 り、おもしろ

い格好 をして笑い合 う。

①C児 に自分たちの している ことを受け

入れ られて いない と感 じ、認めて欲 し

い と思 い、説明 して いる。

②遊びのイ メー ジを もっと、す ぐ、自分

が実現 しようとする。

教師は友達 と一緒 にや ってほ しい。

③C児 はA児 の動 きを認めな い。

教師は人に も分か るものを作 ってほ し

い と思 い、具体的な方法を提案す る。

④C児 の行動が気 になっている。

⑤教師の働 きかけか らワニのイメー ジが

新たに浮かび、友 達 と作 ることを楽 し

む。

⑥C児 に 自分 の している ことを認めて ほ

しくて、 自分 の考えを主張する。

⑦C児 の していることがおも しろい と感

じ、C児 のイ メー ジを受 け入れ、一緒

に作 る。

で きあがった喜び をC児 と共感する。

⑧C児 と気持ちが通 じ合 った ことを感 じ、

一緒 に遊ぶ ことを楽 しんでいる。
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変容していくA児の自分らしさと教師の役割[記録(2)の分析からの読みとり]

A児の自分らしさ[=⊃
ド

実際の教師のかかわ りL
_

「

」

②⑤の姿か ら

自分で考えたものは自分で作 りたい。材

料か ら次々にイ メージがわき、イメー ジ

通 りに作る ことに喜び を感 じる。

①⑥ の姿か ら

自分のやっていることを友達 に認 めて ほ

しい気持ちがあ り、C児 に対 して 自分の

考 えをはっき り伝える。

考えられる教師の役割○

ノ 　

,・・A児 が 自分 か ら積 極 的 に次 々 に製作 す る 姿'、
1

を認め、見守る。

・A児 の製作す る力に応 じて よ り丁寧 に本物

らしく作ってほ しいので、具体的な提案 を

する。

・一人ではな く友達 と一緒 にや ってほ しい気

'
、持ちをそのまま伝え る。 ・'、!

A児 のイ メージ をす ぐ実現 しよ

うとする姿 を 「よ さ」 として受け止め、

イメージがふ くらむ素材 を提示 した り、

A児 の気持 ちに沿って必要な ものを一緒 に

考 えた りする。

③④⑤ の姿か ら

自分の して いることを認め られな いと、

す ぐには反応 しないが気 になって いる。

教師の提案 を自分な りに受 け入れ る。

4⑦ ⑧ の姿か ら

C児 の言動 に反発 しなが らも魅力 を感 じ、

動きを気 にする。

C児 の考えが分か ると、それ を受 け入れ 、

一緒 に作 り上げる楽 しさを共感 する
。

相手の考え を受 け入れた らお もしろ くな

る ことに気付 く。

C児 と互 いに考 えを言 い合 うこど

で、A児 が自分の考 えをは っき りさせた り、

友達の考 えのよ さに気付 いた りす る姿を受 け

止め、必要 に応 じて互 いの考 えが理解 し合

えるよう援助す る。

⑤ の姿か ら

B児 に対 しては、 自分の遊びを受 けて く

れ るので、安心感をもっている。

一9一



【考察】

〈A児 の 自分 らしさ〉

・保育室内の環境をよく見て知ってお り、 自分の遊び に合 う素材 を見付 けて遊び に使 うことが

できる。また、遊 びのイ メージが豊かであ り、そのイメージ を自分 の力です ぐに実現 しよう

とす る。

・製作 には 自信 をもっていて
、意欲的 に取 り組む。 自分の思 い通 りに した い気持ちがあ り、友

達 に任せ られず、自分一人でやろ うとする。

・遊びの中で 自分の思 いや考 え を言葉で友達 に伝 えることがで きる。

・友達が 自分 の考え と違 うと、相手に分かって もらお うと説明す る。分か っても らえない と自

分の考え を強 く主張す る。

・友達 とかかわ って一緒 に遊びたい気持ちをもって いる。一緒 に遊び、楽 しさを共有できる と

喜び を感 じる。

・自分 とは違 う友達の考 えを受 け入れ ることで、新 たな遊び の楽 しさが生まれる ことに気付 き

始めて いる。

・教師 には 自分の遊びを認めてほ しいと感 じてお り、教師 の言葉 にす ぐには反応 しな いことも

あるが、教師の言動 を意識 して行動 している。

〈充実 した生活 を送るための教師の役割〉

・A児 は製作が得意で、興味や関心をもち、環境をす ぐに取 り入れて遊ぶので、素材、材料 の

分類、適 当な種類な どを考え、使 い慣れた場所に使 いやす く出してお く。

・自分のイメージを実現 しようとするA児 の取 り組 みの姿を大切 にしなが ら
、素材の扱 い方や

製作 の技能などについて、教師がモデル にな って示 した り、具体的なや り方を知 らせた りす

る。

・友達 と遊びたい気持ちを受 け止め、友達 と一緒に遊び を進 めて いく姿 を見守る とともに友達

のよさに気付 くよ うにす る。そのため に、A児 との遊びにかかわ るそれぞれの幼児が遊びに

必要な物 を作った り,イ メー ジを表現できるよ うに材料を提示 した り、方法を知 らせた りし

て、 自分 らしさを発揮 して いる姿を受 け止め、言葉 にしていく。

・A児 の思 うよ うに遊びを進め る姿だけでな く
、A児 とは違 った考えや遊び方をす る友達 とか

かわっている姿 をとらえ、友達の考 えを受け入れる ことで今 まで とは違 った楽 しさを味わっ

ている場面 を見逃 さず共感 し、A児 の自分 らしさの変容を認 めて いく。

・気の合 う友達 だけではな く、学級 のいろ いろな友達 と相談 した り、力を合わせた りする活動

の中で様 々な友達のよさや力 に気付 く機会をつ くってい く。
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事例2初 めて出合う素材とのかかわりを通して友達の存在を感じた事例

(3年 保育3歳 児5月 中旬)

① 教師が 流 し場 で 白色 の絵 の具 を入 れたバ ケツ に水

を入れ 、 「あっ。」 と声 を出す 。

② 教師 の声 を聞いて 、A児 ・B児 が教 師 のそ ば に来

てバ ケツ をのぞ き込 む。

③ 「あっ。牛乳 だ。」 とA児 が叫ぶ と、 「Bち ゃん、

牛 乳大好 き。」 とB児 が言 う。

④ 教師 はバ ケ ツの 中を静か にか き回 しなが ら、 「不

思議だね 。」 と言 う。

⑤ その様子 を聞いて いたC児 がそ ばに来てバ ケツの

中 をのぞ き込 み 「Cち ゃんね…今 日牛乳 いっ ぱい

飲んだ よ。」 と教師 を見て言 う。

⑥A児 が 「ど うして …牛乳で るの 。」 と言 う と、教

師 は 「どう してだ ろ うね 、不思議 だね。」 と答 え

る。

⑦ 「うちのお姉 ち ゃん…牛乳 嫌 いなんだ よ。」 とC

児が言 う。

⑧ 「そ うだ、 魔法使 いが いるんだ 。」 と突然A児 が

fi一っ と、B児 が 「魔法だ!チ チ ンブイ って言 って

牛乳 出 した んだ よ。」 と言 い、A児 もうなず く。

⑨A児 とB児 のや りと りを聞いてD児 、E児 がバ ケ

ツ のそ ば に くる。

⑩ 「な んか牛乳 飲み た くな っち ゃた、ほ ん とうに飲

め るの。」 とC児 が 聞 く。教 師が 「どうか な、牛

乳 の匂 いす る。」 とみんな に聞 く。

⑪ 「す るす る。」 「しな い。」 「なんか違 うみた い。」

な ど様 々 に答 え る。

⑫ 「魔法使 い…幼 稚 園に いるの。」 とD児 が言 うと、

A児 が 「いる にきまって るで し ょ。」 と答 える。

⑬ 教師が 「この魔法 の牛 乳 で遊 ぼうか。」 と言 って、

バケ ツをベ ラ ンダ に置 いて あ る箱積 み木 の上 に置

く。

⑭A・B・C・D・E児 、バ ケッの 中の 白色水 をお

玉で空容 器 に入れ る。B・C児 はそ ば にある箱積

み木 の上 に空容 器 に入れた 白色水 を並べ る。

① 教師 は初 めての素材 を魅 力的

な演 出で提 示す る。

② 教師 の言 動 に興味 を もつ 。

③ 白色水 を見 て牛乳 を連想 し、

言葉 に出す 。

④ 幼児 の反応 を受 け止め る。

⑥A児 は疑 問 を言葉 に出す 。

教 師は 、A児 の言 葉 をそ の ま

ま返 し、一緒 に考 え る。

⑧ 教 師 とのや りとりにかか わ り

な く自分 の考 えた ことを言葉

に出す 。

⑩ 教 師は 、幼児 のイ メー ジに沿

って提案 す る。

⑪ 感 じた ことをそ のま まを言葉

にす る。

⑫A児 は 、魔法使 い という言葉

に こだわ りをもって いる。

⑬ 幼児 のイ メー ジに沿 って遊 び

を提 案 し、環境 を再構成 す る。

⑭ 設定 され た環境で 自分な りの

や り方で遊 ぶ。

Il



⑮A児 は 、rAち ゃ ん 、 これ 。」 と言 っ て 、 保 育 室 の

ま ま ご と コ ー ナ ー か らや か ん を持 っ て くる 。

⑯E児 が 「カ ル ピ ス だ 。」 と 言 うの を 聞 き 、A児 が

「違 う。 牛 乳 で し ょ。」 と 言 う。 二 人 の や りと り

を聞 い て 、 教 師 が 「カル ピ ス に も牛 乳 に も見 え る

ね 。」 と言 う。

⑰ 教 師 が 「も う 一 っ あ っ た よ 。」 と赤 色 の 絵 の 具 を

入 れ た バ ケ ッ を 保 育 室 か ら持 っ て く る 。 そ こ に い

た 幼 児 全 員 が 、 「え え っ 。」 と驚 く。

⑱ 教 師 が 「ち ょ っ とお 水 入 れ て み よ うか 。」 と言 い 、

水 を 少 し入 れ る ど 周 りの 幼 児 が そ れ を の ぞ き 込

む 。A児 が 「や っ た 。 イ チ ゴ だ 、 イ チ ゴ ジ ュー ス

だ 。 魔 法 だ 。」 と言 う。

⑮A児 は思 い付 いた材 料 を自分

で取 りに行 く。

⑯A児 は、E児 の言葉 に対 して

今 まで のイ メー ジへの こだわ

りを言 葉 に出す。

教師 はそれぞ れ の幼 児 のイ メ

ー ジ をそ のま ま受 け入 れ る。

⑰ 幼児 の動 きや 人数 に応 じて環

境 を再構成す る。

⑱教 師の言動 に興 味 を もち 、新

しい色か ら浮か んだ新 た なイ

メー ジを言葉 に出す 。

【考察】

〈A児 の 自分 らしさ〉

・教師の言動に関心 をもち、興味をもった ことには敏感 に反応 して いる。

・自分の思 った ことをありのままに表現 している。

・自分が こだわって いることについて友達が言った ことに対 して、即座に自分 の思 いを言葉で

表現 して いる。

・友達が 自分のイメー ジを受けて くれる ことで、友達の存在 を感 じ始めている。

・興味をもつ と自分な りに環境 に働き掛 け、試そ うとしている。保育室内に設定 された用具 の

種類や場所 を知 っていて、 自分です ぐそ れを使 う。

・周 りのや りとりを聞きなが ら、自分のイ メー ジの流れの中で思 い付いた ことをその まま言葉

で表現 している。

〈充実 した生活 を送るための教師の役割〉

・それぞれの幼児 の自由な発想や こだわ りをあ りのままに受け入れ、教師へ の信頼感 をもち安

心 して 自分の思 いを出せるよう受容的な態度で接 していく。

・初めて経験する教材 を提示す る時は、幼児の興味や関心が高まるような魅 力的な演 出を工夫

する。

・それぞれ の幼児の身近な ものを見立てた発想 を生か し、周 囲の幼児がそれ な ら知 っていると

思わず言葉 に出 したくな る雰 囲気 をつ くり、周 りの幼児の言動に興味 をもち、自分以外 の友

達の存在 に気付 いてい くことがで きるよ うにする。

・教師 自身がめ りは りのある魅力的な表情 、言動で幼児 に接 して く。

・幼児 と共に心 を動か して いくことで、幼児が教師に親近感 をもてる関係をつ くって いく。
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事例3自 分 らしさを出 しなが ら他の友達の動 きを意識 してい く事例(3年 保育3歳 児9月)

幼児 と教師の言動

①A児 が 「ガオ レンジ ャー 。」 と言 いなが ら園庭 に出 て、B児 の前

に止ま って 「変 身 ブ ラ ック。」 と言 う。

②A児 が 「お まえは 何な んだ。」 と聞 く と、B児 が 「ブ ラ ックだ。!

と答え る。

③A児 が 「ブ ラック とブ ラック と一緒 じゃな いか。」 と言 うと、B

児は 「ガオ レンジ ャー はね 、変 身ベル ト。」 と言 いな が ら急 いで

保育室 に戻 る。

④A児 はB児 の動 き を一瞬 目で追 うが 、 「ガオ レンジ ャー、 ガオ レ

ンジャー 。」 と言 いなが ら、 時 々 「変身 。」 とポー ズを とる。

⑤C児 とD児 が プ ランター を動 か して ダ ンゴ虫 を探 して い る様 子 を

見 て、A児 は 「よ う し、 変身 ブ ラッ ク。」 と言 い、変 身 のポー ズ

を して 、プ ラ ンタ ー を一 人で 動かす 。

⑥C児 とD児 が び っ く りしてA児 を見 ると、A児 は 「ガオ レンジャ

変 身ブ ラ ック。」 と再 びポー ズ をす る。

⑦B児 が 画用紙 で作 った 変身 ベル トをつ け、A児 のそ ば に来 て 「変

身 ブラ ック。」 とポ ーズ をす る。A児 は黙 ってB児 を見 つめ るが

何 も言 わず ダ ンゴ虫探 しを始 める。

⑧ 翌 日、A児 は教師 にB児 と同 じよ うな変身ベ ル トを作 りた い と言

って教 師 と一緒 に作 り、 「ガオ レンジ ャー、変 身ブ ラ ック。」 と

言 いなが らB児 と一緒 に園庭 を走 り回 る。

① テ レ ビの ヒー ロー にな り

き って い る。

②B児 の ことが気 にな る。

③ 自分 の考 え を言 う。

④ テ レビの ヒー ロー にな り

きって いる

⑤ ヒー ロー にな りきった ま

ま、C児 とD児 にかかわ

る。

⑥C児 とD児 が 自分の動 き

に関心 を もって くれた こ

とが うれ しい。

⑦B児 のベル トに関心 を も

つが 、直接 は働 き掛 けな

い。

⑧ 欲 しい物 が ある と教 師 に

要 求す る。

B児 と同 じ物 を身 に付 け

て親 しみ を感 じ、一緒 に

動 く ことを楽 しむ 。

【考 察】

〈A児 の 自分 らしさ〉

・ヒー ローにな りき った動 きをあ りのままに表現す る ことを楽 しむ。

・友達の姿 に興味 をもつ と、自分か ら働き掛 ける。

・B児 の変身ベル トに魅 力を感 じると、す ぐにはまね を しないが、次の 日教師 に要求 して 自分

も同 じようなもの を作って身 に付ける。

・友達 と同じものを身 に付 けて一緒 に動 くことで、友達 の動きを意識 して一緒 に動 く楽 しさを

感 じ始 めて いる。

〈充実 した生活 を送 るための教師の役割〉

・それぞれの幼児のイ メージ、興味の もち方、表現の仕方 を受け止め、イメー ジに沿 った素材

の提示 、動 きそのものを楽 しめる雰囲気づ くりな ど、一人一人の幼児 に応 じて環境 を整 える。

・教師 も遊びの中に入 り楽 しさに共感 しなが ら、幼児が互 いの動きや 言葉の どこに興 味をもっ

て いるか とらえ、一緒 に楽 しめる遊びに流れを作 るな どの工夫 をす る。

・この時期 は、 自分の したい ことや気持ちをそのまま表す ことが多いので、 トラブルが起 こりや

す い。教師 は、互いの思いを受 け止めて気持ちを落ち着かせ、友達 とかかわる楽 しさを感 じさ

せてい く。
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事例4友 達 とのかかわ りの中で自分らしさの出し方を模索している事例

(2年 保育4歳 児6月)

幼児と教師の言動

①A児 は登 園す る とす ぐ、積 み 木 で 場 を作 り始 めたB児 に 「い

れ て 。」 と聞 く。B児 に 「い いよ 。」 と言 われ 、 うれ しそ うに

「あ りが とう。」 と言 う。C児 、D児 も仲 間入 りす る。

②A児 は 、積 み 木 の 囲 いの 中央 に積 み 木 を 置 き、そ の 上 に カセ

ッ トデ ッキ を置 く。B児 に 「ドレミの 歌 や ろ う。」 と言 う と,

強 い 口調 で 「まだ 。」 と言わ れ 、 黙 って カ セ ッ トを見 る。

③A児 はB児 に 「お 母 さ ん ごっ こ しょ う。Aは お姉 ち ゃん 。」

と言 いな が ら、 囲 ん だ積 み木 の上 に板 を 置 くと、 「や め て、

こ こは ご飯 を食 べ る所 な の。」 と言 われ 、板 を片 付 け る。

④A児 が レー ス の布 を2枚 持 って来 て 、 「私 の布 団 どれ に しよ

っ。」 と言 うと、B児 に 「ま だ。」 と言 わ れ る。A児 はそ ばの

ピア ノの所 へ行 き、 両 手 でふ た をた た く。

⑤A児 は製 作 コー ナー へ行 き 、空 き箱 にペ ッ トボ トル のふ た を

た くさ ん入 れ 、セ ロ フ ァ ンテ ー プ で止 め る。 「お菓 子 も って

きた 。」 とB児 に言 うが 、反 応 が な いの で ピア ノのふ たの 上

に置 く。

⑥A児 は 囲 った 積 み木 の端 に電 話 を置 いて 受 話器 を取 り、 「C

ち ゃん パ パ だ って 。」 と渡す 。C児 が話 して電 話 を切 る と、

今 度 は 自分 で 話 し始 め 、 「パ パ お そ い んだ って。」 と言 って 切

る。

⑦B児 が 作 っ て いた 積 み木 が くず れ る。 教 師が 「誰か に持 っ て

いて も らわ な けれ ば だ めか も。」 と言 う。

⑧A児 はB児 の積 み 木 を押 さえ な が ら、rBち ゃん。」 とに こに

こ しな が ら声 を掛 ける が 、B児 は反 応 を しな い。

⑨ くず れ た と ころが で き あが った の で、 そ こをA児 が くぐ ろ う

とす る と、B児 に 「だ め 。」 と言 わ れ る 。教 師 が 「い い じゃ

な い。 通 りた い よね 。」 と言 う と、B児 は 、 「窓 とい う こ と

が分 か んな い。」 と言 う。

⑩A児 は教 師 の 方 を見 て 、 「通 りた くな い。」 と言 う。

⑪A児 は 「赤 ち ゃん を持 っ て こよ う。」 と人形 を抱 いて きて 、

B児 に 「赤 ち ゃん。」 と見 せ るが 、B児 は 「赤 ち ゃ んは い ら

な い 。何 で 、 妖精 に赤 ち ゃんが い るの 。」 と強 く言 う。

⑫A児 は 「妖 精 か 、赤 ち ゃん捨 て て くる。」 と言 って 、 ま ま ご

と コー ナー に人 形 を置 き、 「バ イ バイ 。」 と手 を振 る。

析

①A児 はB児 の遊びの仲

間 に入 れても らえてう

れ しい。

②遊びの進 め方 を提案す

るが、B児 に受 け入れ

られない。

③遊びのイ メー ジを言葉

に して動 くが、B児 に

拒否 され る。

④ 自分 のイ メージを実現

しようとするが拒否 さ

れ、悔 しさをピアノを

たた くことで表す。

⑤ イ メー ジをもっ とす ぐ

働き掛 けるが、B児 に

受 け入れ られな い。

⑥C児 にイ メー ジを受 け

入れ られ 、イ メージを

楽 しんでいる。

⑦教師はA児 の存在をB

児 に認めさせ たい。

⑧教師の言 葉を受 けてす

ぐ動 く。

⑨A児 は一緒 に作 った う

れ しさを表現す るが、

B児 に拒否 され る。

⑩ 教師の言葉よ り、B児

の気持ちが気 になる。

⑪ お家 ごっこのイメージ

でB児 に働き掛 ける。

⑫初めてB児 のイ メージ

を知 り、それ を受 け入

れる。
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⑬ 場 が で きて 、B児 が 「み ん な ご飯 で す よ。」 と声 を掛 ける 。

⑭A児 は 、C児 の 隣 に座 ろ う とす る。B児 は 「そ こは 、Bの

席 。」 と言 っ て手 を強 く引 っ張 る。A児 はrA、 座 りた い。」

と言 って どか な い。

⑮B児 は 「私 が 決 め る。Aち やん は あ っ ちの席 。」 と再 びA児

の手 を強 く引 っ張 って 立 たせ よ う とす る。

⑯A児 は 「あ っ ち は一 人 じゃな い。」 と向 か いの椅 子 を指 さ し

C児 に しが み つ いて 、 「Cち ゃ ん の隣 が い い。」 と言 う。

B児 がA児 の 隣 に きて 引 っ張 ろ う とす る。A児 はB児 に大 声

でrBち ゃん な んか大 嫌 い。」 とい って泣 く。

⑰ 教 師 がrAち ゃ ん も一緒 に座 りたか った のね 。」 と言 って 、

A児 を抱 き 「お友 達 のそ ば に座 りたか った の に、 ダ メ と言 わ

れ て悲 しか っ た のね。 どう しよ うか 。」 と言 う。

⑱A児 は泣 き 止 み 、 「外 で 遊 ぶ 。」 と言 って 園庭 に 出て い く。

⑲A児 は保育 室 に戻 っ て く る。 「次 、 何や ろ うか な。」 と言 い

な が ら、 テ ラ ス にお いて あ るカセ ッ トデ ッキ を持 って 室 内

の ソ フ ァー の あ る コー ナ ー に置 く。

⑳ 「みん な 、た けの こ体 操 。」 と言 って デ ッキ の スイ ッチ を入

れ 、 「Eち ゃん 。」 と製作 コー ナ ー に居 たE児 を連れ て来 る。

⑳E児 と一 緒 にデ ッキ の所 に戻 り、2人 で 向 き合 い、 に こに

こ しなが ら体 操 をす る。

⑳ 曲 が終 わ る と、E児 が 「も う一 回 。」 と言 うが 、A児 は 「だ

め。 今 度 は この 曲。」 と自分 で 選 ん だ 曲 をか けて2人 で踊 る

⑳2曲 続 けて踊 り、 終 わ る と 「お疲 れ さ まで した 。 お茶 を ど

うぞ 。」 と側 に置 いて あ った ま ま ご とのカ ップ をE児 に一 つ

渡 し、 自分 もカ ップ を持 っ て飲 む 真似 をす る 。

⑭ 自分 が 飲 み終 わ る と 「も うだ め 」 とE児 か らカ ップ を取 る。

⑳A児 は レー スの 布 を持 って きて 、 「A、 ここで寝 るか ら。E

ち ゃん は こ こね 。」 とソ フ ァー の場 を指 しなが ら布 を置 く。

⑳5歳 児 が 「パ ン屋 に来 て 。」 と誘 い に来 る と、A児 は 一 人で

5歳 児 の保 育室 に行 き 、パ ン屋 の 店 の 中 に入 り、 「何 、 入 っ

て い るの 。」 「緑 は何 です か 。」 とそ ば に いる教 師や5歳 児 に

聞 く。

⑳ 教 師 が 「チ ー ズ とか 野菜 とか い ろ いろ 。」 と答 え る と、 「野

菜 とチ ー ズ くだ さい。」 と言 って 、 パ ンを も ら う。

⑭C児 、D児 の隣 にいた

い気持ちが強 い。

⑯今 まで、B児 の言動 を

受 け入れて来たが、 自

分 の存在が受 け入れ ら

れて いないことを感 じ、

強 く主張す る。

⑱教師 に気持ち を受け止

め られ、気分転換す る。

⑲次 の遊びを探 している。

⑳E児 と一緒 に遊びたい

気持ちをす ぐ行動に移

す。

⑳ 二人で踊 って楽 しい。

⑫E児 の言葉は受 け入れ

ず 、自分 の思いを出す。

② 自分 のイ メー ジを言動

に表 して楽 しむ。

⑳ 自分 の思いだ けでE児

に働き掛 ける。

⑳ 自分 のイ メー ジをE児

に伝えて いる。

⑳5歳 児の誘 いに興 味を

もち、す ぐ行動する。

興味をもった ことを言

葉 に出す。

⑳ 自分のほ しい物 を言葉

で伝 える。
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【考察】

〈A児 の自分 らしさ〉

この事例では、B児 、E児 、5歳 児 とのかかわ りの場面で のA児 の 「自分 らしさ」 にはそれ

ぞ れ大 きな違いがあるように見える。 しか し、A児 の行動を分析す る中で、それぞれのかかわ

りの中で表 している姿 に違 いはあって も、A児 の 「自分 らしさ」 と して とらえ られる ものが少

しずつはっき りしてきた。

そ こで、それぞれのかかわ りの場面でのA児 の 「自分 らしさ」を とらえ 、それぞれ の場面で

教師は どのような役割 を果た した らよいか を考える とともに、今後 、A児 の 「自分 らしさ」 を

生か してい くための教師 の役割 を考 えた。

lB児 と の か か わ り の 中 で

・自分な りの遊びのイメー ジが あり、自分か ら環境に働 き掛 ける。

・B児 とのイメー ジのずれ は、B児 に言われるまでは気付かな い。

・B児 と一緒 に遊びたい気持 ちが強 く、B児 の言葉に従 う。

・自分 の存在が受 け入れ られ ていない と感 じる とB児 の指示 を強 く拒否する。

・教師の言葉よ り、B児 の言動を強 く意識 していたが、B児 との トラブルで気持ち を整理で

きない場面で教師 に受け止め られ落ち着 く。

lE児 と の か か わ り の 中 で

・自分 のイメー ジや思 いを出 して、環境 にかかわ る。

・E児 の思いにかかわ りな く、自分の考 えた ことをE児 にもす るよ う要求す る。

・E児 が 自分 と同 じ動きを して くれ ることに楽 しさを感 じる。

15歳 児 と の か か わ り の 中 で1

・興 味 を もつ と、 一 人で も5歳 児 の保 育 室 に 自分 か ら行 く。

・5歳 児 に対 して 、 自分 の思 った こと を言 葉 で言 う。

・「パ ンや 」 と い う状況 を理解 し、思 い付 い た こ とを言 葉 に 出 して 、や りと りを楽 しむ 。
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〈充実した生活を送るための教師の役割〉

○ 自分の思いが受 け入れ られず、自分の出 し方 を模索 している姿 に対 して

・A児 がや りたいことを楽 しんでいる姿 に共感 し、必要な材料や遊具 を提示 してい く。

・「友達 と一緒 に遊 びた い」 という思いを受 け止めて言葉 にし
、その場 にいる幼児 に気付 く

ようにす る

・A児 が他 の幼児のイ メー ジや考 えに目を向けるよ う友達の動きを言葉にす る
。その際、

B児 だけでな く、C児 、D児 の動きも意識付 ける。

・A児 、B児 、C児 、D児 それぞれが 自分のしたい ことが楽 しめるよう場 を再構成 した り、

材料 を提示 した りす る。

○相手の思いにかかわ りな く、自分の思 いを出 して遊んで いる姿に対 して

・友達 と同 じ動 きをす る楽 しさを感 じている姿 に共感す るとともに
、相手の幼児が楽 しさ

やっ まらなさを感 じている場面を見逃 さず、それ を言葉 にし、A児 に気付かせてい く。

・自分たちで遊ぶ場を確保 し、A児 、E児 それぞれが 自分の したいことを楽 しめるように

遊び に必 要な材料や 用具を興味 ・関心 に応 じて提示す る。

今後、A児 の 「自分 らしさ」 を生か して いくための教師 の役割

○それぞれの幼児が 自分 らしさを発揮 できるように

・それぞれが今何 をする ことで遊びを楽 しめるか をとらえ
、一人一 人に応 じた援助を工夫

す る。

・始 めた遊びが よ り楽 しくな るよ うなイ メージを投げ掛 けた り、興味 ・関心 に応 じて場や

物を提示す る。

・絵本 を読む、様 々な素材 を使 って製作する、描画を楽 しむな どいろいろな体験の機会 を

つ くり、よ り豊かなイメー ジをもった り、イメージを表現する方法が身に付 くよ うにす

る。

○友達 の思いや考 えに気 付いて、共に遊び を楽 しむ ことがで きるように

・教師 も遊びに入 って、友達 とかかわって遊ぶ楽 しさが味わえる機会 をっくる。

・A児 が 自分 で気持ちをコン トロールできた時 を見逃 さず に認めて いく。

・A児 の思 いが通 らない場面 をとらえて、A児 の気持 ち、周 りの幼児の気持ちを受 け止め

なが ら、互 いの気持 ちに気付いてい くよ うにする。

・A児 の 「自分 らしさ」を認めなが らも、友達 に受け入れて もらえない 「自分 らしさ」に

気付かせ 、自分な りに乗 り越え られ るよ う励 ました り、支 えた り、他の方法を知 らせた り

す る。
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事例5外 国籍の幼児が興味をもった遊 びの中で友達 との触れ合いを楽 しんだ事例

(2年 保育4歳 児10月)

A児 は今年家族 と来 日し、5月 よ り幼稚園 に入 園 した。父親は 日本語がほぼ分かる。母親

は来 日後、 日本語学校で勉強 している。

一学期は新 しい環境に興味をもち喜んで登 園した。2学 期に入 り、友達 に目が向き始め、

友達 とかかわ ることが多 くなったが、互いの気持 ちが伝わ らず 「黙って入 った。」な どもめ

ごとにな り浮かない顔を して主任 に話 しかけた り、職員室で遊ぶ姿が多 くな った。

学級のみんなです ることは周 りの幼児の動きを見て自分も動いて いる。好奇心旺盛で何で

もや ってみようとす る。 日本語を覚え始めているが、自分の してほしいことは身振 りで伝え

ることが多い。

幼児と教師の言動

①A児 は登園 して身支度をすませ ると、廊下にある井型ブロッ

クを一人です る。そばで井型 ブロックで遊んでいる友達 の笑

い声がするとじっと見ている。

②H教 師がそばに行 くとほほえみ、作って いるブロックを見せ

る。H教 師が 「鉄砲。」と言って指で鉄砲を作 るとうなず く。

③H教 師はA児 とブロックを保育室 に運ぶ。それ を見たB児 と

C児 がA児 に 「入れて。」 と言 うが、A児 は返事 しない。

④H教 師が 「A君 、お友達がブロックや りた いか ら入れて って

言って るよ。」 と言 うと、H教 師の顔 を見て うなず く。

⑤B児 とC児 はA児 の隣で互 いに話 しなが ら作 る。A児 は見向

きせず作 り、できあが るとH教 師に 「ヘ リコプター。」 と言

って見せ、飛ばすまね をする。

⑥A児 が、担任の1教 師に 「先生。」 と作 ったヘ リコプター を

見せに行 く。そ こでD児 、E児 、F児 、G児 の4人 がガオレ

ンジャーのお面を作って いるの を見付 け、 じっと見 る。

⑦G児 が 「で きた。」と1教 師 に見せ に行 くと一緒 につ いて行

き、1教 師 とG児 のや り取 りを見つめている。

⑧A児 は思 い切 ったように 「…。」 と言 うが 、1教 師 は気付か

な い。H教 師が 「大きな声でもう一度言って ごらん。」と言

うと、深呼吸 をして1教 師の顔 を見て 「…。」 と言 い、G児

のお面を指 さす。

⑨1教 師が 「A君 もガオ レンジャー にな りたいの。作 る。」 と

聞くと、A児 はにっこりうなず き、画用紙 とク レヨンを出 し

G児 のお面 をじっと見る。1教 師が 「A君 、G君 に見せてっ

て言 うんだ よ。」 と言 う。A児 が 「見せて。」 とG児 に言うと

G児 は 「いいよ。」 と答 える。

①好 きな遊 びに自分か ら取

り組む。友達の様子が気

にな る。

② 教師 に認めて ほしい。

③教師は、A児 の様子か ら

友達 に関心をもっている

ので、かかわ りをもてる

よう場を移す。

④友達の働 き掛けに直接 は

答 えないが、教師の仲介

で反応す る。

⑤教師 に認めてほ しい。

⑥担任 にも自分の した こと

を伝えたい。

⑦友達の していることに興

味をもっ。

⑧ 教師の励ま しで、 自分の

気持ち を伝 えようとする。

⑨教師は、A児 がお面づ く

りに興味 をもっているこ

とを受 け止め、友達 との

かかわ りの仲立ちをする。

A児 は、教師の言葉掛 け

で、友達 に働き掛 ける。
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⑩1教 師が 「G君 たちがか っこういいの作っているか らA君 も

作 りた くなったんだって。」と言 うと、F児 が 「A君 もガオ

レンジャーや るの。 ガオ レッ ド?僕 、ガオ シルバー。」 と

A児 の顔 をのぞ き込みなが ら聞く。A児 はF児 を見て何度 も

うなず く。

⑪お面ができあがる とそれをかぶ り、以前に作 った黒 い衣裳 を

着て友達 と一緒 にガオ レンジャーのポーズをす る。

⑫G児 が音楽をか けてガオ レンジャー ごっ こがはじま り、一緒

に走った り、ポーズを した り、戦った りす る。A児 はガオ レ

ンジャー にな りき り真剣な顔 で戦 う。

⑬翌 日もA児 はガオレンジャーにな って、G児 たちと一緒 に遊

ぶ。

⑩教師の言葉掛けをきっか

けに、友達の言葉 にうな

ず く。

⑪友達 と同じものを作 った

⑫ ことをきっかけに友達 と

一緒 に動 くことを楽 しむ。

⑬前 日のかかわ りを引き続

いて楽 しむ。

【考察】

〈A児 の 自分 らしさ〉

・井型ブロック、お面づ くりな ど興味 をもった遊びでは、きか っけがつかめれば自分のしたい

こと、作 りたい物 な ど自分な りの 目的を もち、遊 びにじっくり取 り組 んでいる。

・自分の興味のあることを友達が している と関心 をもつが、 自分か らは直接働き掛 けない。

・や りたいたいことがあると、教師 に働 き掛 けるが、伝わ らないとあき らめる場合 もある。

・友達 と同 じ物を作 って身に付ける、 という具体的な遊び の手掛か りを得た ことで友達の動 き

きを見て真似た り、一緒 に動いた りしてな りきって遊びを楽 しむ。

〈充実 した生活 を送 るための教師の役割〉

・教師 を介 して 自分の したい ことを実現 しようとする姿が見 られ るので触れ合いを多 くし、安

心 してかかわれ る関係をつ くって いく。

・目的をもて ばじっくり取 り組む幼児なので、自分のや りたい ことを楽 しみなが ら、友達 とか

かわ りが もてるように環境の構成 を考 える。

・教師がA児 と一緒 に遊び、かかわ りを深め、周 りの幼児がA児 の遊びに入るような機会 をつ

くって、教師が仲介 してお互 いの気持ちを感 じなが ら遊びの楽 しさを味わえるようにする。

・言葉のや りとりがあま り必要でない動きを伴 う遊びの中で、友達 と同 じ場で同 じよ うに動 く、

自分な りの動きができる、役 にな りきる、な どの楽 しさが感 じられ るよ うな活動 を提示 した

り、きっかけ とな る身に付ける物 を作 る材料 を設定す るな どの環境 を構成を工夫する。

・思いが通 じない とあき らめて しまう姿 も見 られるので、 日頃の姿を丁寧に見て、A児 の思い

を受け止めてい く。その際、A児 の遊びや友達への関心の もち方の変化を見落 とさないよ う

園内全体で教師が気付いた ことを伝え合 い、理解 を深めて いかれ る協 力体制を整えてい く。

・友達の動 きに関心をもつようになってきているので、降園後 も友達 と遊ぶ機会が もてるよう

保護者にも働 き掛ける。また、幼児同士の トラブルがあった時には、状況や対処の仕方、教

師 の受け止め方な どを両方 の保護 者にきちん と伝え、保護者同士の理解 を図る ことができる

ようにす る。
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事例6友 達 とのつなが りの中で、 自分 らしさを生か しなが ら遊び を楽 しんだ事例

(2年 保育5歳 児11月)

A児 は、遊びのイメージが豊かで、身近な環境に積極的 にかかわ り、 自分 の思 いや考えを実

現 して い くことができるが、自分の思い通 りに遊びを進めて いこうとする気持 ちが強 い。その

ため友達 の思 いや考え を受け入れ られずぶつか る姿が見 られたが、相手の思 いや よい所 にも気

付き始 め、友達 と一緒 に遊びを進めてい くことを楽 しみだ して いる。

幼児と教師の言動

①A児 、B児 、C児 、D児 、E児 の5人 で積 み 木 を使 って 基地

を作 る。A児 が 「こ こ も ぐ る所 。」 と言 う と 、B児 が 「い い

ね 、 も っ と長 くす る。」 と言 い 、 箱 積 み 木 と板 積 み 木 を使 っ

て 長 くつな いで い く。

②A児 が 「洞 くつ み た いだ 。 も っ とつ な げて 洞 くつ にす るの ど

う。」 と言 う と、 他 の 幼 児 も 「洞 くつ 、 い い ね 。」 と言 い 、

さ らにつ な いで い く。

③A児 が 「ち ょ っ と入 って み よ う。」 と言 い 、 中 に入 って い く

と 、 み ん な も続 い て 入 って い く。 中 で 「わ あ 、暗 い 。」 「ぶ

つ か る 。」 「ゆ っ く りい け。」 な ど と声 を 掛 け合 う。

④A児 は 「暗 くて い いね 。」 と後 ろ か ら出 て き たE児 に うれ し

そ うに 言 い 、E児 も 「お も しろ い ね 。⊥,と言 う。 み ん なで 繰

り返 し入 って 遊 ぶ 。

⑤A児 が 「入 り口狭 いか ら、 板 を減 らす 。」 と言 い、2枚 の板

積 み 木 を取 り、代 わ りに箱 積 み 木 を置 き 階段 のよ うにす る 。

⑥ しば ら く して 、C児 が 、 四角 いカ ー ペ ッ トを持 って きて 入 口

をふ さ ぎ 、 「よ し、 これ で い い。」 と うれ しそ う に言 い 、 横

に置 い た ゲー ム ボ ック スか ら洞 くつ に入 れ るよ うにす る。

分 析

① 思い付いた ことを友達 に伝

え、す ぐや ってみる。

②浮か んだイ メージ を友達 に

提案す る。

③ 自分たちの作 った場 を友達

と一緒 に確 かめる。

④友達 と一緒 に場 を作った喜

びを共感す る。

⑤ 思 い付いた ことをす ぐやっ

て み る。
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⑦A児 が 「入 り口ふ さいだ ら通れな いよ、誰が したの。」 と大

きな声で 言う。C児 がrA君 、 あの さあ。」 と言お うとす る

と、A児 は 「なんで、通れな くなっちゃう。」 と言 う。

⑧C児 が小声で うれ しそ うに 「違 うの、お もしろい こと考えた

んだ。通 ろうとす ると通れな くて。でもね、ゲームボ ックス

の方か ら行 くと通れ るって こと。」 と言 うのを聞 き、A児 の

表情が次第 に和 らぎ、笑って うなずき 「お もしろいよ、いい

ね 、やってみる。」と言い、ゲームボ ックスをくぐって行 く。

⑨ 教師が 「いろいろ変 身 してお もしろいね。」 と言 う と、A児

とC児 が 「お もしろ くな ったんだよ。」 とうなずき合 う。

⑩B児 たちが洞 くつの中の通路を曲げることを思い付き、 「お

お い、 ここか ら曲が るよ うにす るか ら。」 と周 りの幼 児に声

をかける。A児 が 「いいね、もっとつなげよ うぜ。」と言 う。

⑪A児 は 「トンネルみたい にしよ うか。」 と言 い、D児 と一緒

に段ボールの箱 を持って きてつな ぐ。段ボールや積み木がな

くなると、ゲームポ ックスや四角いカーペ ッ トな どを探 して

きて、つないでいく。

⑫C児 が 「いいこと考 えた。」 と言い、紙 を丸めて洞 くつの中

に入れ、 「芋虫 だ。」 ところがす 、E児 は懐 中電灯 を持 って

きて洞 くつの中を照 らす、B児 は洞 くつの上に登って、積み

木 をたたいて音をさせる、な どそれぞれの幼児が思 い付 いた

ことを試 し、みんなで繰 り返 し遊ぶ。

⑬教師が 「洞 くつ、長 くなったね」 と言 うと、A児 が 「中に入

ってみる」と言 う。B児 が 「もぐって行 くんだよ、暗いか ら

ね 、驚かないでよ」 と言 う。教師が洞 くつ に入るとそれぞれ

の幼児が教師 を驚かそ うとする。

⑭ 教師が洞 くつか ら出てきて、 「怖か った、で もお もしろかっ

た。」 と言 うと、みんな満足そ うな顔をする。

⑮教師が 「前、洞 くつに行 っことあるの、暗 くって、はいつく

ばって通 る所や違 う道 もあったかなあ。」 と言 う。 それを聞

いて、A児 は 「狭 い所 とか坂道 とか いろいろな ところ作 る。」、

D児 は 「お化 け屋敷 の ときみ たい に滑 り台 を使 う。」、B児

は 「違 う道 も作 る。」 とそれぞ れが 自分 の考え を言 い、必 要

な物 を探 してきて場を変化 させてい く。

⑯お うち ごっこをしていた幼児たちが来て、「お もしろそ う、

洞 くつ探検 させて。」 と言 うと、A児 たちは相談 して他の幼

児 を客 に して遊び を続 ける。

⑦ 自分のイ メージと違 うので

友達 の した ことを強 く拒否

する。

⑧友達 の考 えを聞いて、納得

して受 け入れる。

⑨教師は、遊びの変化 を受け

止め、楽 しさに共感す る。

⑩友達の新 しい提案を受 け入

れ る。

⑪友達 の提案を具体化す る方

法を思 いつき、環境にかか

わる。

⑬教師は遊びに参加 して遊び

⑭の楽しさに共感する。

⑮教師 は遊びをさらに楽 しく

して いくイメー ジを投 げ掛

ける。

教師 の言葉を受 けて、イ メ

ージをふ くらませ、必要な

ものを自分たちで考 えて場

を変化 させていく。

⑯他 の遊びを して いた友達 を

受け入れ、遊 びを進 めて い

く。
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【考察】

〈A児 の 自分 らしさ〉

・一緒に遊ぶ友達 と仲間 と してのつなが りを感 じ、 自分のイ メー ジを出 した り相 手のイ メー ジ

を受け入れ よ うとした りしなが ら、友達 と一緒に遊びを楽 しもうとい う気持ちを もってい る。

・身の回 りにある遊具や材料 を使 って遊びを変化 させた り、友達 に積極 的に働 き掛 けた りして、

自分の考えを実現 しよ うとしている。'

・遊びのイ メージが友達 と違 うと
、はっき りと自分の考 えを主張す るが、相手の言 うことを聞

いて納得すれば受け入れ る。

・友達 の考 えを受 け入れ ることで遊 びがさらに楽 しくなることを感 じ、友達のよさに気付 いて

遊びを進 めよ うとす る。

・教師の働 き掛 けを自分たちの遊びの中に取 り入れ 、遊びの場を変化 させ楽 しくしてい こ うと

す る。

〈充実 した生活 を送 るための教師の役割 〉

・友達 と互いに考 えやイ メージを伝 え合いなが ら遊びを進めて楽 しさを感 じている姿を受 け止

め、それぞれ の幼児 が自分のよ さに気付 いて 自己肯定感をもて るよ うに した り、相 手の よさ

を感 じて認 め合 った りで きるよ うに してい く。、

・遊びが変化 してい くことで よ り楽 しさを感 じることができるよ うに、教師 自身 も遊 びに参加

し、イ メー ジをふ くらませ る言葉 を掛 けた り、新 たな材料、遊具、場な どを幼児の興味や関

心に応 じて提示す る。

また、 自分 の考 えやイ メージを実現するための技能 を必要に応 じて習得 できるよ うに援助す

る。

・それぞれの遊びのグループが互いに刺激 し合 って遊びを展開す ることで、新たな楽 しさが生

まれ、友達や遊びの幅が広がるよ う、遊びの進め方に応 じてかかわ りのきっかけな どをつ く

る。

ク 懇
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皿 まとめ と今後 の課題

1幼 児が 自分 らしさを発揮 して遊び を楽 しみ充実 した生活を送 るための教 師の役割

研究 を進めてい く中で、幼児の 「自分 らしさ」の発揮の仕方は、一人一人の幼児の発達の

特性や 、生活環境 によって、それぞれ異なって いる ことを確認 した。さ らに、同 じ幼児で も、

その場 の状況やかかわる相手 によって 「自分 らしさ」の表 し方が変化す ることが分かった。

教師 は、幼 児一人一人の姿か らそ の幼児のあ りのままの 「自分 らしさ」 についての理解 を

深 めるとともに、幼児が幼稚園にお ける集団とのかかわ りの中で充実 した生活 を送るため に

必 要な経験ができるよ うに役割 を果た していくことが大切である。

そ こで、幼 児の姿に応 じて教師 の役割 を次の3つ にまとめた。

◎幼児が園生活で安心 して 「自分 らしさ」 を出す ようになるための教師の役割

入園 したばか りの幼児の姿は、入園できたことが うれ しくてに こにこと元気 に登園する、

母親 と離れ られな い、部屋の隅で じっと動かない、興味のお もむくままに遊び を変えるな ど

一 人一人違 っている
。 これ らの姿 は、新 しい環境や友達 との出会 いに対す る期待や戸惑い、

不安な気持 ちな どのその幼児な りの表現である。

o幼 児が安心 してあ りの ままの 「自分 らしさ」を出して 、園生活の 中で 自分の動きを出せる

ようにす るため に…教師は、幼児が どのような自分の気持ちの表 し方 を して いても、その

まま共感的 に受け止め、その幼児 を理解 し、受 け止めようとする姿勢 をもつ ことが大切で

ある。それ によって、幼児が教師は 自分の ことを分か って くれる と感 じて、あ りの ままの

「自分 らしさ」を出すよ うにな る。

o幼 児 の理解 を深めるために…家庭 との連携を図 り、入園までの生活経験や、入園後の家庭

での様子 を把握 し、幼稚 園における幼児の姿を多面的 に理解するよ うにする。

o幼 児が 自分な りに環境にかかわって遊ぶよ うになるために…幼児の興味や関心 をとらえ、

思わずかかわ りたくなるように遊具や素材の提示の仕方を工夫 した り、幼児が興味をもっ

た ことに安定 してかかわれ るよ うな場 をつ くった りす る。そ して、それぞれの幼児な りの

環境へ のかかわ り方を教師が受 け止 めることによって、幼児は、幼稚園が安心 して 「自分

らしさ」 を出 して いくことができる場である ことを感 じ、園生活 を楽 しむよ うになる。

◎幼児が環境 とかかわって 「自分 らしさ」を発揮 し、様々な体験 を通 して発達 に必要な経験

をす るための教師の役割

幼児は、幼稚園の環境や集 団生活の雰 囲気 に慣れて くると、「自分 らしさ」を発揮 し自ら環

境に働きかけて 自分な りのイメー ジを実現 しようとするようにな る。 また、友達 と一緒 にい

る と楽 しい ということを感 じ始め るとともに、互いの思いが違 って いる ことにも気付 いて、

自分の思いを譲れず トラブルにな ることもある。

o幼 児が遊 びの経験を広 げた り、 自分のや りたい ことを実現 した りできるようにす るために

…幼児 の遊ぶ姿か ら興味や関心 を受け止め
、必要な材料や用具 を提示 した り、一緒 にいた

い友達 と過 ごす楽 しさが感 じられる物や場 を提示 した りす る。

oそ れぞれ の幼児がそれぞれの思 いや考 えをもっていることに気付かせ るために…教師は、

幼児が友達 と同 じ動 きをする楽 しさを感 じている姿に共感する とともに、友達 の考えや イ

メー ジにも目を向けるよう、遊 びの仲間 としてかかわ る中でそれぞれの幼児の動きを言葉

にした り、気持 ちを受け止めて言葉 にした りする。
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◎幼児が 「自分 らしさjを 発揮 して遊び を楽 しみ、 自分 自身の新たな可能性 に気付いてい く

ための教師の役割

幼児は、集団生活 に慣れ、伸び伸び と 「自分 らしさ」を出 して 園生活を送 るようにな ると

自分な りのイ メージに こだわ りをもち、実現するために積極的に環境 に働き掛 け、さ らに友

達 と一緒 にその遊びを楽 しもうとするよ うにな る。 しか し、その過程で様々なつ まず きや葛

藤 を体験 している。

o幼 児が 自分のよさに気付いて いくよ うにす るために…教師 は、周 りの友達か らその幼児 の

よさとして受 け入れ られる 「自分 らしさ」を認め、自分 自身に肯定感が もてるようにす る。

逆 に受 け入れて もらえな い 「自分 らしさ」 もあることを周 りの友達の反応か ら感 じ取 らせ 、

友達 に受 け入れ られる方法 に気付かせて いく。そのため に、教師 は日々の遊びや 生活で、

幼児が友達 とのかかわ りの中で変容 して いく姿を受け止め、互 いのよ さに気付き、互いの

違い を認め合える学級づ くりをしてい くことが大切である。

o幼 児が 自分 の思い通 りにな らな い体験を乗 り越えてい くことができるようにす るために

…幼児が 「自分 らしさ」を発揮す る過程 で、「こうしたい。」 とい う思 いで環境にかかわっ

ても思 い通 りにな らな いと感 じることがある。教師は、幼児の 自分の思 いを実現 したい気

持ちに寄 り添いなが ら、幼児の技能 に応 じて具体的な方法を知 らせる、友達の力を借 りて

取 り組む ことができる環境を構成す る、 自分 自身の力で取 り組 もうとす る姿 を見守 り、励

ます な ど、その幼児の興味や関心 の もち方、意欲 に応 じて適切な援助 をしてい く。その際、

取組の結果よ りも幼児が自分の思い通 りにな らないことを乗 り越 えて いこうとする過程に

共感 し、支 えていく雰囲気 をつ くってい くことが大切で ある。

また、遊びの中で友達 と互 いの思 いがぶつか り 「一緒 に遊びたいのにうまく遊べない。」

と感 じている場面では、教師はそれぞれ の幼児の 「こうしていきたい。」 という思 いととも

に 「一緒 に遊 びたい。」 という気持 ちを受 け止め、時には 自分 の気持ちを抑制 して相手の考

えを受 け入れる ことで友達 とかかわ る喜びが感 じられ るよ うにする。さ らに、幼児が これ

までの友達 とのかかわ りの中では気付かなかった 自分のよさに気付いていくことができる

よ うに、いろいろな友達 とかかわる活動 を提示 した り、それぞれの遊びのグループがかか

わるきっか けをつくった りして、互 いに刺激 し合 って遊び を展 開でき るようにする。

これ らを通 して、それぞれの幼児が 自分 自身の新たな可能性 に気付 いていく。

2今 後の課題

保護者の考 え方の多様化、情報化 ・核家族化な どによる生活環境 の変化か ら、入園 して く

る幼児が表す 「あ りのままの姿」 も千差万別であ り、教師が幼児一人一 人の 「自分 らしさ」

をまる ごと受け止 めることも難 しくな って いる。研究 を通 して、幼児が 「自分 らしさ」を発

揮 して充実 した生活 を送るよ うになるため には、教師は毎 日の生活の中で揺れ動き、変化す

る幼児 の姿か ら発達の見通 しに基 づいて必要な経験 をとらえ、具体的な状況 に応 じて適切な

役割を果 たす ことが大切で あることが分か った。

研究 の成果 を踏 まえて、 日々の保育 で環境の構成 と幼児の活動す る姿に応 じた教師 の役割

を振 り返 り、具体 的な保育 の改善 ・充実 に結び付けることができる評価 の視点 を明確 にして

いくことが今後の課題である。
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